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　此れは『高雄州恒葎郡恒春庄七星岩南端，北緯21度45分25秒（帝國南端）』
ミ案内記に書いてある．しばらくして叉同じ自動車で，折りからの逆風に
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耳朶を射られながら，同じ道を潮州まで引き返した，但し恒春からは「乗
合」ε云ふ名義になったために，道で客がふえて，小型自動車に十二人も鈴
なりになつt．夕方漸く五十五里の間ゆられた自動車を下りて，汽車で高
雄まで行き，此虚で一．一泊した．1將來毫趨に天文槻測所を設けたい希望のも
ミに，その候補地εしての高雄を調査するためであっ九．此の日，京大野
球團は高雄で試合をして大勝しナこε云ふこεを聞いた．
　二目．午前中高雄市附近の由地，高富を調査した．正午頃汽車で墓南に
七つた．高雄は七並立派な港であるが，汽船の煙突からはく煙が多くて，
観測所を設けるのには不適當だε考へられる．
　三日．矢張り毒血で天交観測の好適地εして阿里山を實地調査する筈で
あったが，都合が悪くて中止した．その代り故一．・戸直藏博士が同じ目的の
下に明治四十年頃調査された「新高山二品スル研究報告」を盛んだ．午後
は例の十六糎反射鏡を三階に移した．今晩からいよいよ彗星観測を開始す
るこEになつナこ．
　　　　　　　　　　　　彗星観測の彪あの数覆
　三日夜九時頃出掛ける．天氣悪く全く，縄望的，眞夜中過ぎて，循にも
飾れす，特に僕等のナこめに貸して戴いた教室の中で疲たり起きたりして，
夢蓮病者の襟にぶらぶらしてみたが，夜明けを待ち兼ねて五時頃宿に引き
あけた．十一一時頃（四III）起きて朝食を書崩：代りに食べた．それでも，午
後の間，何も用事がなくて困った．
　四日夜一五日朝．此の晩は十一時頃一寸ねて，十二時から槻測に出掛け
ナこ．飴り感心した室ではないが昨夜よりはましだ．雲のためにノゾ・ピク
ト・一一リスも見えないし，又月のナこめに彗星はみつからない．それでも夜明
け前に南の地ZFに「十字架」座り）が星がみえ，段々「南十字」が全身を現すの
を見たのは愉快だつナこ．生れて初めて，幼い時から話に聞いたり本で讃ん
だりして，見たい見kいミ思ってゐナこ「南十字」を，今はからすも毫南の地
でながめようごは！　朝六時頃宿に錦ってねる．正午頃起きて顔を洗って
るミ，宿の女中が「お早うございます」ミ云って笑ふ．朝食の後，僕は濁
りで皇南市街を散歩した．ここは研北市よりも内地人が少なく，商業は盛
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んであるが大方本島人の猫占の感がある．
　此の頃0）上記をくってみるミ日附けがない．其れもその筈，此の頃は毎
日，夜ε詫ミ韓倒しナこ生活をしてみるので『日附憂更線』がぼんやりして居
るのだ．山本先4三は午前中1予測から蹄ってからの外，寝むられないが，
僕は夕食後一一ミ眠りして丹精に出掛けるものだから，さっぱり日附けがわ
からなくなってきた．
（「??????? 惑、
騨
「?????」
　五日夜一一六日朝．十時頃出掛ける．今晩は雲は無いが，一・面に低く霧が
立ち込めて何も見えない．二人は顔を見合せて歎息．窒南の天氣は書の間
は實によい，殆んS“雲一・つない．それに夜になるミ，さうしナここεか一向
氣持よく晴れない．渡邊氏のお話しによるΣ期節風の加減だそうである．
夜の二時噴．本校（師範三校）の地理受持ちの木村教論が見舞ひに來られた．
　一晩中おきて室を眺めてみたが，星一一一iつ見えす，その中，東の方に赤い
色にかすんだ三日月が上ってくる．鴉がなく．仕様がないから二人は宿に
蹄ってねる．いつになったら本氣に晴れるのか知ら！
　六日夜一七日朝．僕だけは夕食後一ε眠りして，やつSねむりついナこミ
思ふ頃先牛のお聲に眼をさまし，いつもの様に出掛ける．族館の方でも誠
に攣なお客だε初めは思ってみたらしいが，此の頃は，悟ってか「星のお
國まで行っていらっしゃい」な♂ご挨拶する．今晩は素敵によく晴れた．ノ
ブ●ピクトーリスを観測する．光度7．9等．本校の田中校長が眞夜中に見舞
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　　　　蔓南師範校の三階から見た「センタ肪レ函」至ご「南十字」星座
ひに來られた．山本先生こしばらく話して居られナこ．山崎彗星をさがしナこ
が，みつからない．外に獲物もが塗ざ東の室を「彗星探し」をやってみf
が何もみつからなかった．
　七日．愈々冬望みも終りさうになった．月の方の都合は，舞い程，彗星
のナこめに好い．だが彗星の方は山本先生の計算によるε侮ロ大愚な速さで
地球から遠ざかって行く，
　叢すぎ測候所の渡邊氏がい2玉の様に來訪された。午後は田中師範校長
及渡邊氏に案内され自動車で皇南神赫，開山神杜，孔子廟，豪南市場，安
李港跡なεをまわった．夕食は田中氏の招待を受けた．夕方由本先生は肇
南市及附近の中等累校の先生方のために，今回の彗星の話を主εし天文全
般にわkり幻鐙叢を使って講演をなさった．星喧を實地に説明出來る様に
E，特に校庭でお話しをなさった．大愛面白い試みだこ感心しナこ．先生の
講演の後で反射望遠鏡を使って火星，木星，オリオン大星雲，ペルセの二
重星團，双子のア星なさを皆の人に見せるのを手傳つた．全部終ってから，
曳反射鏡を三階に持ち上げて齪測を初めナこが，夜孕過ぎから門門が曇って，
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星一一っ見えなくなった仕方が無いから椅子によって何時のまにか眠って
しまった．眼ざめてみるNS朝の五時，先生はその後，彗星をさがして，それ
らしいものを探しあてられた・僕はついねむって最後の朝を斯くして過し
てしまつk．さて，かねて頼んで置いた運鍵屋が來たので，直ちに望遠鏡
の荷造りをさせ，僕も手躍つた．先生は急いで族館に蹄られ，一足先に汽
車にのられた，僕も次いで宿に懸り，出登の準備をし，関南測候所を訪問
して器械をみせて貰ひ，偶然此所で皇北帝大の氣象學の白鳥助教授ミお目
にかかつナこ．
　　　　　　　　　　　　　　餓
　二二の天女上の名所北諦23’274”の通解する所
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　　　　　　　　　　　　　餓　　　　　遽
　十時過ぎの汽車で，思ひ出多い皇南を後にしナこ．南下の時，ミスして残念
に思って居た北回基線標を嘉義民の手前で眺めた．嘉義で山本先生ε一緒
になり，夕方肇北に着く．上り列車は海岸線を通って來k．下車するS直
ぐ山本先生は迎への自動車で追立局に向はれt．僕は塁運日日新聞砒に向
ふ途中，山本先生の聲がマ／クロホンから皇北の街に響いてみた．山本先
生のお出でを待って，皇日杜櫻上・＊　一一ルで「塁灘で見える星の話」ミ云ふ
題の下に幻燈を使って興味深い講演を辛いナこ．その夜，二七は支部幹事の
見元期宅に泊めて貰った．翌朝，心元氏が天文観測所εして最：近建てられ
ナこ塔の上に上ってみた，午前中は皇北測挨所を訪問して諸設備を見せて貰
つt上，丁度午前十時の船矯無電の報痔を嘉かして貰った．爾，時計室の
隣りの子午儀室には精巧な子午儀が備へつけてあった．寺本所長のお話し
に出るE，此の頃は無電の報時で充分なので鯨り「天測」（天文観測）はな
さらないさうである．午後，大急ぎで遠水氏に案内されて博物舘を見嘱し7
其の後，汽車で基隆に向ふ．襲動船で騨長の御案内で港内を巡った．その
後，僕等は大和丸に乗舶した，午後四時出帆．五色のテープが風にひるか
へってみた．基隆港外で少し船がゆれた．
　十日．波欝か．正午船の位置北緯28度13分，西経124度43分、基隆より
241浬，門司に至る504浬．
　十一日．一日中，陸見えす，波静か，船中各所を散歩してみる．そろそ
ろ陸が蓋しくなってきた．室に入って山本先生に習った方式に從って山崎
彗星の軌道要素を中途まで計算した．先生が長い扇使はれた封撒表を戴い
てこよなく嬉しかっ7こ．
十二日．朝，舵は關門海峡の入口で夜明けを待ってるる．錯は入港に手間
取れた．漸く朝十時頃ランチで本船をはなれた．僕は急行で鹿児島にゆく
筈だったが間に合はなかった．山本先生はまもなく京都に向って出登され
た・僕は臼杵に立寄って稻葉氏を訪問する筈だつたが，都合が悪くて中止
しk・海亀で梅光女學院院長書跡藤吉氏（支部幹事）を訪問して，樂しく午
後の孚日をすごした．それから，夜の急行で鹿鬼島に向つた．
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　十三日．朝懐かしい我家に鰭って父母弟妹の元氣な顔をみて嬉しかった．
　十五日．朝鹿見島を立って，十六口の朝京都に蹄つた．流石に京都は寒
い．丁度都合が悪くて，猫逸留學のため十七日出獲されナこ荒木先生にお會
ひ出來なかったのは残念だつナこ．
　今になって塵灘族行のこミを顧るE，色んな感想が湧いてくる．種々の
描で學問的に考へて決して無意義な族行ではなかった．諸種の天鎧観測に
内地よりも好條件を備へてるる皇轡に或る憧がれをさへ感ずる．
　此の二二中，いつも親の如き親切を以て心配して下さった山本先生ミ族
忌中種々の鮎でお世話になった方々に深い感謝を捧げみ叉ナこミへ暫くで
も會ふた入々を永く忘れないであらう．（昭四・二・愚稿）
本年最初の新彗星
　去る一月19日，デンマルク國のコペンハーグン天文台から全世界に畿途
されだ報導に困るε，同月17日23時2分9（地方時）に，ドィッ國ベルグドル
クの「ハムブルグ天文壁」に於いて，常々リペルト爲眞望遠鏡により小遊星
な5を観測してみるシブスマンSchwassmal！及びワクマンWachma皿爾
氏は，うし星座の東端（赤径5ん4醒32‘，赤緯十20．30ノ）の天室に11．0級の
一彗星を獲見した，此の彗星の蓮動は毎日西へ28s，北へ3！εいふのであ
るから，可なり遠いものだらうミ豫想される．（1．A。U．回報第216號）
　工A．U．回報第’2　・7號によれば，ベルジク國ユクル天文皇のデルPt　一一ル
トDelporte氏は一月12日に撮った一枚の天幸爲眞の中に此のシブスマン
彗星の姿を認めtc由．叉，同回報第218號によるε，米國ヤーキース天文
塁0）プンrf　一スブルツク氏ミ張氏ξは一月4日，12日，20日の三回の槻測
結果から下記の如き楕圓軌道を算出しナこ．叉，ハーブード大回でも昨十二
月工9日の爲眞位置を獲表した．此れで見るご，此等の日に早くも此の彗星
の姿が偶然撮られたものらしい．
近1日黙通i過の日
近日黒占の引数
昇文黒門の黄樫
軌道面の傾斜
近日黙の距’離
軌道楕圓の離心傘
公判周期
T
ω
?
1??
1929年4月　1日36（U．T．）
輸燃一
　2．030　（弓丈軍位）
　O．4358
　6年83
故に，軌道は普通の彗星ε言ふよりも，むしろ，小遊星ざ書つた方が好い
ぐらゐである．一Sにかく之れが本年最初の彗星1929aである．
